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＜連絡事項＞

· 2/13、14　課内研修 「リスクマネージメント　事故報告、M-Shell分析について」あり。

· 2/15、16　法人研修「ビジネスマナーについて」あり。

· 村上　元道様～北病棟入院中の方。本日13:30より退院療養計画会議あり。

· 横山　耕生様～青山荘より、本人様の風邪症状改善しつつあり、来週以降デイケア体験利用を予定
　　　　　　　しているとの連絡あり。

＜外来より情報提供＞

· 番沢　政勝様～母様同行受診される。ソーシャルワーカーが母様に32条の説明を行っているが、
　　　　　　　理解できない様子で、本人様に「こんなにややこしいなら、お前なんかいないほう
　　　　　　　がいい」と話されている。

· 秋山　和子様～下痢はないとのこと。担当医より排便の回数を聞かれるが、質問の意味がわから
 ない様子が見られている。4月に採血予定であること確認している。

· 溝越　キク様～五福からの情報提供では残薬ないものの、夜間（深夜0時～1時頃）起きることが
 あるとのこと。血圧測定している。

· 中村　鶴子様～本日採血実施している。下剤を母様よりもらって飲んでいるが下痢気味であるとの
 こと。担当医より調整して様子見るようにと説明受けている。

· 村井　節子様～血圧測定し162/90。担当医より、薬は変更せずこのまま続けること説明がある。

· 田名部　浩平様～「青山荘に入るかはまだきめてない」と話されている。「薬をやめたい」との
　　発言あり、担当医より服薬の重要性を説明している。母様より、「週末に本人と
　　蕎麦屋に行った際に入ってくる客を見て『攻撃してくる』と言ったので、本人の
 　 そばについてあげると落ち着いた」「テレビを見ていて急に電源を切ってしまう
　　ことがある」との話しあり。看護師より2/21の家族教室について案内している。

· 淡路　智恵子様～「風邪をひきかえしたようだ」との話しあり、グループホームメンバーが処方
　　されていたのと同じ風邪薬の処方を希望されている。

· 戸賀沢　潔様～「乾燥しているせいか、喉がひりひりします」と話されている。

· 神山　和典様～「寒いのでやる気がでない、起床や弁当作りが億劫だ」と話されており、担当医
　より気持ちに負けず生活リズムを崩さないようにと説明受けている。

＜利用者様情報＞

· 中川原　義雄様～本日、八戸市民病院医療連携室より情報提供書と主治医意見書が郵送にて届いて
　　　　　　　　いる。

· 佐藤　朗子様～本日10:00より面談実施。

· 参加者：本人様、母様、青明舎スタッフ、デイケアスタッフ。

· 内容：生活支援目標と個別ケア目標の設定。

· 生活支援目標：「生活リズムを整えて就職（労）を目指す」

· 個別ケア目標と各自の役割（表参照）
	個別ケア目標
	各自の役割

	
	本人
	デイケア
	青明舎
	家族

	①就職準備
	・困った時には相談

・朝起きる
	・実習で困った際は相談に乗る
	・職親調整（職親見学・書類整備）
	・起床時の声掛け

	②病状悪化を防ぐ
	・すぐに相談

・再発防止の方法を見つける
	・外来受診、服薬の継続
	
	


· 週間予定
・月～水：寿楽荘訓練（9時～12時：2月中は月・火のみ）、木：外来受診（隔週）
　金：デイケア利用、土：青明舎等利用、日：弟様の面倒を見る

· 病状について

· （病状悪化すると）幻聴や周りがおかしくなった感じになるとのこと。デイケアスタッフからは、再発のサインを明確にしすぐにスタッフに伝えるようにと話している。

· 母様は「寿楽荘に知り合い（学校時代の同級生）がいるので、本人の病気などについて知られるのが心配」とのこと。スタッフより、ボランティアをしているなどうまく話をかわす方法もあるとアドバイスしている。また「正月頃に落ち込んだ様子（スリッパを履かずにいる、靴を脱ぎ散らかすなど）が見られた」とのこと。スタッフより、本人さまに変化があった場合には青明舎やデイケアなどにご連絡いただけるよう伝えている。

· 就労について

· 本人様は「就労したい」とのこと。母様は「再発は心配だが、本人がそういうなら良いかと思う」と話される。青明舎スタッフからは、訓練の様子をみて30分～1時間単位で時間を増やしていくことも考えている旨伝えている。

· 生活リズム等について

· 母様より「本人は目の前のことしかできない。一週間の流れが理解できていない」とのことで、一週間の生活プランを検討する。日曜日は「弟の面倒をみる」（本人談）とのことだが、母様は「自分の留守中にちょっと様子を見て欲しいとき、じっと弟を見ていることがある。あまりがんばり過ぎなくてもよい」と本人様に話されている。

· 金銭管理について、本人様は貯金をして欲しいものを買ったり、勉強資金に当てたりしたいとのことであるが、母様は「物を買っても使いきれていない」と否定的な様子。

＜デイケア事例検討＞

· 関　秀治様～デイケア利用者井畑光湖様との交際について
　　　　　　①家族に交際の事実を伝えていない
　　　　　　→交際が進むにつれて結婚や子供のことなどが話題に上っており、デイケアが治療・
　　　　　　リハビリテーションの場であることも踏まえると、家族の連絡も必要。本人様と再度
　　　　　　面談を行い、本人様よりご家族に話をしていただくよう働きかける。話をした場合の
　　　　　　家族へのフォローも行っていく。　　　　　　
　　　　　　②貯金を取り崩して交際費に充てている（他メンバーからの情報）
　　　　　　→本人に交際費の捻出方法について確認するとともに、治療・リハビリテーションの
　　　　　　観点からも金銭管理の必要性について対応を検討していく。青山荘とも連携を図る。

